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「健康で規則正しい生活が
勉強する学生を創る」

～健康・運動・栄養・生活リズムを学び、創出す
る自律型学生支援プログラム～

平成21年2月23日

畿央大学

畿央大学　　学部・学科構成
「健康」と「教育」がキーワード

●健康科学部
　　　理学療法学科
　　　健康栄養学科
　　　人間環境デザイン学科

　　看護医療学科

●教育学部
　　　現代教育学科

●大学院健康科学研究科
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建学の精神

3

生活習慣の改善

　・栄養・食生活

　・運動・身体活動

　・休養・心の健康

　・アルコール

　・歯の健康

危険因子の低減
　・栄養・食生活
　・たばこ
　・循環器
　・糖尿病

健康日本21の基本理念

疾病等の減少

・循環器

・がん

・糖尿病

・休養・心の健康

・歯の健康

検診等の充実
　・循環器
　・がん
　・糖尿病
　・歯の健康
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現代の若者の大きな問題

●生活リズムの乱れ

　深夜までアルバイト、朝食とらない、インスタ
ント食品

●学生自身の無自覚
　 生活リズムの乱れが学業の低下に少なから
ず影響

●セルフケア能力の欠如

体調不良と生活のリズム
健康支援室　利用状況（平成19年4月～7月/内科系）

倦怠感 頭痛 気分が悪い・吐き気 生理痛 腹痛 胃痛 その他 合計

27 18 20 21 18 9 15 128
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就寝時間 21時～ 22時～ 23時～ 24時～ 1時～ 2時～ 3時以降

　 2.3% 0.8% 14.8% 30.5% 14.1% 17.2% 10.2%

健康支援室利用者（内科系）の就寝時間

就寝時間

全体の７２．０％
が２４時以降に
就寝

朝食の摂食回数（１週間）
畿央大学健康栄養学科３年生

平成18年度

平成17年度

５０％

３６％
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学年別栄養状態（やせ・肥満傾向）　

　　　　　　　平成１９年４月健康診断結果

　学　年 1 2 3 4 合計

栄養状況

やせ傾向 8.6% 6.7% 9.6% 8.5% 8.1%

肥満傾向 13.2% 10.7% 8.1% 12.1% 11.3%

年

「健康支援プロジェクト」への取り組み

本学は、健康・栄養・運動・看護・教育など
の分野で専門職として、将来社会に出て子
供たちあるいは成人・高齢者の健康支援・
生活指導に携わる人材を育成する機関で
ある。そこで、まず学生自らが健康や生活
を見つめ直し、健全な心身と規則正しい生
活を維持できるように支援する体制が不可
欠と考えた。



6

取り組みの目標

１．生活リズムの乱れによる体調不良

２．不規則な食事、栄養バランスの崩れ

３．やせ・肥満傾向

学生自身の気づきとセルフケア能力の向上

健康と教育の専門職として社会貢献

「学生向け健康支援プログラム」の開発

教職員の自主参加による研究会
「健康支援プロジェクト委員会」の設置

●健康関連データの収集・改善支援システムの構築
　（各分野の部会設置、健康支援システムの開発）

●学生自身が健康状態をチェックできる
　（健康支援システム活用、健康づくりノート作成）

●学生の健康に関する意識啓発
　（「健康意識啓発セミナー」の開催）
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畿央大学総合支援システムKiTss

• 学習支援システム
（出欠、成績、課題提出、履修登録、時間割、など）

・学生生活支援システム

　（学籍、クラス指導、課外活動、など）

• 健康支援システムの構築
　→学生支援ＧＰ申請へ
（健康診断、身体機能測定、体組成、食生活、心の
健康、生活リズム）

　 “健康と教育”のコラボレーション

●各専門領域を総合化し、支援体制

●学生自身が自らの健康状態を把
握し、自ら改善する

●指導的専門家として職業に活かす

14
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15

自らの
健康を
守る

生活・
意識の
確立

指導者
として
生かす

運用体制

学長

身体機能
部会

心の健康
部会

健康支援評価委員会健康支援プロジェクト委員会

食生活
部会

生活ﾘｽﾞ
ﾑ部会

情報ｼｽﾃﾑ
部会

健康基本
情報部会
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・啓発セミナー

・健康づくりノート

年度別活動
• １年目
情報収集と提供方法・活用方法の研究
領域別システムの設計と検証

• ２年目
領域別健康支援システムの構築

• ３年目
本格運用の開始
総合的健康支援システムの構築
システム運用の改善充実

• ４年目
本格運用の継続と評価、成果の発表

• ５年目以降
運用継続、次の段階の総合的な学生支援へ
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●4年間の流れ●
19年度

• 取り扱う調査項目の研究と決定

• データの入力システム構築と表示システムの設計

• 「健康づくりノート」作成準備

• 一部の学生に対する健康診断・測定
20年度

• 「健康支援システム」の開発

• 健康支援システムの段階的運用開始

• 「健康づくりノート」による指導

• 健康意識啓発セミナーの開催

●4年間の流れ●

21年度

• 健康支援システムの本格運用
• 健康支援ポータルサイトの開発、健康支援システムの改善
• フードモデルシステムの開発
• 「健康づくりノート」の利用
• 健康意識啓発セミナーの開講
• 指導方法の研究と確立
22年度

• 健康支援システムの本格運用
• システムの見直し、改善
• 「健康づくりノート」の利用
• 健康意識啓発セミナーの開催
• 学生の健康状態に関する研究
• 公開シンポジウムの開催
• 活動成果報告書の刊行
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●定期健康診断
・身長，体重，尿検査，血液検査，X線検査，心電図など

●セルフチェックカレンダー
・体重、体組成（体脂肪率，内臓脂肪，ＢＭＩ，基礎代謝量，筋肉量など）
・血圧，骨密度、体温

●身体機能測定
・握力　・足趾把持力　・咬合力　・垂直跳び　・腕立て伏せ
・棒反応時間　・閉眼片足立ち　・立位体前屈　・運動後息こらえ

● Ｍｅ－ＰＨＡ（心理健康検査）
・リラクセーション情緒安定　・抑うつ自己効力感　・協調性　・活力活
気　・疲労積極性　・集中明晰性

●食生活（健康意識チェック）
・バランスよい食事　・牛乳・乳製品　・野菜と果物　・適切な食事量　
・加工食品、インスタント食品　・間食と夜食　・楽しく食べる　・適度
な運動

●生活リズム（健康意識チェック）
・睡眠　・運動　・食事時間　・酒・タバコ　・歯

各領域およびその内容

健康診断結果
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セルフチェックカレンダー
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身体機能測定
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Ｍｅ－ＰＨＡ（心理健康検査）



16

Ｍｅ－ＰＨＡ（入力画面）
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食生活（健康意識チェック）



18

「健康意識チェック」入力画面



19

生活リズム（健康意識チェック）
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定期健康診断結果

時期 学部 学科 延べ人数 絶対人数

2008-04 健康科学部 理学療法学科 224 224

2008-04 健康科学部 看護医療学科
87 87

2008-04 健康科学部 健康栄養学科 297 297

2008-04 健康科学部 人間環境デザイン学科 204 204

2008-04 教育学部 現代教育学科 423 423

　 　　　計 　 1235 1235

利用状況（～2008.12）

身体機能測定

時期 学部 学科 延べ人数 絶対人数

2008-04～08 健康科学部 理学療法学科 149 149

2008-04～08 健康科学部 看護医療学科
50 50

2008-04～08 健康科学部 健康栄養学科 192 192

2008-04～08 健康科学部
人間環境デザイン
学科

104 104

2008-04～08 教育学部 現代教育学科 343 343

　 　計 　 838 838

利用状況（～2008.12）
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セルフチェックカレンダー

時期 学部 学科 延べ人数 絶対人数

2008-04～12 健康科学部 理学療法学科 539 189

2008-04～12 健康科学部 看護医療学科
178 84

2008-04～12 健康科学部 健康栄養学科 368 226

2008-04～12 健康科学部 人間環境デザイン学科 214 100

2008-04～12 教育学部 現代教育学科 575 358

　 計 　 1874 957

利用状況（～2008.12）

Me-PHA

時期 学部 学科 延べ人数 絶対人数

2008-04～12 健康科学部 理学療法学科 102 94

2008-04～12 健康科学部 看護医療学科
15 13

2008-04～12 健康科学部 健康栄養学科 224 211

2008-04～12 健康科学部 人間環境デザイン学科 92 89

2008-04～12 教育学部 現代教育学科 151 142

　 計 　 584 549

利用状況（～2008.12）
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Ⅰ．健康づくりノートについて
Ⅱ．データの入力・出力方法
Ⅲ．あなたの健康を知るバロメーター
1．定期健康診断
2．日常の健康情報
3．身体機能測定（体力と運動）
4．Me－PHA心理健康検査
5．健康意識調査
①栄養・食生活、②歯の健康、③身体活動・運
動、④休養・こころの健康、⑤酒・たばこ
6．既往症歴・予防接種の記録
Ⅳ．自分の健康は自分でつくる！
1．生活習慣病の予防
2．食生活
3．運動
4．こころの健康
5．睡眠
6．飲酒・喫煙習慣
7．歯の健康
8．エイズ・性感染症の予防
9．薬物乱用と薬物依存
10．生きるのが楽しくなる15の習慣
コラム：薬の飲み方のコツ
Ⅴ，記録用紙
既往症歴・予防接種等の記録
健康診断の結果（4年間の記録）

健康意識啓発セミナー開催
　・学生対象
　・生活習慣
　・心の健康
　・禁煙　など
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今後の取り組みと課題

（評価）学生の健康生活における問題点が
どれくらい改善し、セルフケア能力が向上し
たか、継続した支援によって健康管理の意
識の高揚が図れたか。

・健康支援システムのポータルサイト（総合

画面）の構築
・学生の利用促進
・健康支援センター、授業、担任などによる
総合的な指導
・学生の生活、学習全般に関する改善

ご清聴ありがとうございました。

学生向け健康支援プロジェクト
「健康で規則正しい生活が勉強する学生を創る」
～健康・運動・栄養・生活リズムを学び、創出する自律型学生支援プログラム～

www.kio.ac.jp


